
北九州市障害者スポーツ大会 卓球・サウンドテーブルテニス競技  ５月１４日（日） 

     小倉北区 アレアス 

 

 

 

 

〇 私はこの活動で，サウンドテーブルテニスという競技を初めて知り，視

覚障がい者でも楽しく考えながら卓球をすることができるのだと感じた。実

際に現場を手伝うことで参加者たちの生き生きとした姿や工夫しながら相

手にいどむ姿にすごく感動した。また，障がい者スポーツの会場で，ポスタ

ーや用具などを見て今回の卓球だけでなく，バスケやバドミントンなども障

がい者の人たちが参加することができるのだと思った。この経験を生かし

てスポーツに 対する多様な視点をもって，自分が参加できる場を見つけ手伝いなどをやっていきたい。                                                                       

【鹿島朝日高校 3年】 

 
 皿倉山健康ウオーク  ５月１４日（日）             八幡東区 東田大通り公園 

 

 

 

 

〇 誰かが動かないとスムーズに事が進まないのだと感じた。また，トイレット

ペーパーの減りに気付き自ら補充に動けたのでよかった。気づいていないと

ころで誰かが一生懸命働いているから，世の中は毎日幸せですてきな日々

を過ごせているのだと感じた。今後は，自分から積極的に動いて誰かの役に

立ちたいです。                                 【八幡南高校 ２年】 

 

 
 
 黒崎よさこい祭り２０２３   ５月２１日（日）             八幡西区 黒崎地区 

 

 

 

 

〇 私は給水係をしました。中々休憩もとれず，暑い中でとても疲れましたが，

それ以上に踊り子さん方が「お水いただきます」や「おいしー」「生き返る」と，

うれしい言葉ばかり言っていただきとてもやりがいを感じました。 

                                           【八幡南高校 ３年】 

〇 役に立てることの幸せを感じことができました。テキパキと行動できるよう

にしていけるように周りを見て，次はもっとがんばりたいです。よさこい祭りで

迫力のある演舞を見せてくださったことを含め，ご来場の皆様の役に立てる

ような給水やゴミ回収ができてよかったです。公務員として人の役に立てる

社会人になるためには，もっとボランティア経験を積んで「喜びを与えられる

力」や「器用に対応できる力」をきたえたいと思いました。とても楽しくボラン

ティアができて良かったです。 

【麻生公務員専門学校 １年】 

 

 撥川ホタル祭り   ５月２７日（土）      八幡西区 黒崎ひびしんホール前芝生広場 

 

 

 

 

〇 ボランティアを行うときは，ちゃんと相手の立場に立って行動しなければい

けないと感じた。私は，子ども達に風船を配るという仕事をさせていただいた

のだが，どれくらいまでの年齢の子が風船を欲しがるのかが始めは分から

なかった。しかし，活動を通して分かってきたのは，年齢層にしぼって考えるの

ではなく，その子どものことをちゃんと見て欲しそうにしているかを一人一人

ちゃんと見なければいけないということだ。それは，私と子どもとの一瞬の言

葉なしのコミュニケーションであるため，時には渡しそびれてしまうこともあっ

た。だが，渡すべきである人を認識できるようになったということは，私自身が

成長したのだなと思い，うれしく思った。    

                                             【八幡南高校 ３年】 

〇 ボランティアのやりがいを改めて知ることができました。ボランティアで見

つけることができたこのパワーを学校生活でも活かしていきたいと思い 

ます。                               【九州国際大学付属高校 ３年】 

 

 

 ６月   

 グランドシニア シャレトーネショウ IN 北九州  ６月３日（土） 
     八幡西区 黒崎ひびしんホール 

 

 

 

 

〇 今回のボランティアでは，初めて高齢の方々と触れ合うことができ，みんなとても楽しそうにしていて，

自然と私も笑顔になることができました。私が年を取ってもこの人達のように楽しいと思えることをした

いと思いました。とても良い経験になりました。                             【明治学園高校 2年】 

 

 とばた菖蒲まつり  ６月１１日（日）                  戸畑区 夜宮公園 

 

 

 

〇 お祭りのボランティアをしたのは初めてだったので，とても貴重な経験が

できました。今回の菖蒲祭りで，多くの人が楽しむことができたのは裏で暑

い中ゴミ拾いをし，みんなが安全に過ごせるようにしている人がいたり，誰で

も参加できて楽しむことができるプログラムなどを考えてくれたりする人がい

るからだと思います。この活動を通してこのことに気付けて良かったです。こ

れからも何かイベントがあればボランティアとして，また是非参加したいし，そ

の裏では想像もしていないぐらい頑張ってくれている人がいると思って，感謝の気持ちを忘れずにいた

いです。                                                              【小倉南高校 3年】 

卓球やアイマスクをして音の鳴るピンポン玉を打ち合う「サウンド テーブル テニス」(SST)で障がい

者が競い合います。青少年ボランティアは、大会の運営補助活動を通して，障がいのある方やパラスポ

ーツに触れることができました。 

 

７０００株２万本の花菖蒲を見ながらのそぞろ歩きや様々な催しを楽しむ祭りです。青少年ボランティ

アは，ゴミの運搬やアンケートの実施，会場整理などの運営補助を行いました。 

初夏の皿倉山を歩いて、健康な心身を作ろうというイベントです。青少年ボランティアは、皿倉山を巡

る長いコースから、東田や枝光地区の名所を巡るコースなど，コース毎に参加者が整列するサポート

や案内の仕事をしました。 

 

 

よさこい祭りを通して，市民相互の活発な交流の場が生まれ，北九州・黒崎のまちづくりを大きく前進

することを願っています。青少年ボランティアは、このイベントでの会場進行整理や参加者への給水な

どの役割を担いました。 

一度はホタルがいなくなってしまった撥川の環境を官民一体となって取り戻し，年々飛翔するホタルの

数が増えています。青少年ボランティアは，その環境を地域住民の手で守り抜いていこうという願いのこも

った祭りの運営補助を頑張りました。 

性別、障がいに関係なくショウに参加して楽しむことで生きがいづくりを目指すイベントです。青少年

ボランティアは，高齢化が進む社会の中で「お洒落で、元気な高齢者、障がい者のいる街・北九州」を

発信するイベントのサポートをしました。 

 


